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んでいたことでしょう。村の人たちは、自分の田んぼの作業の前に、みんなで畔の草をとり、水路を調整してから田植えをし

ていたようです。また、他の人の田んぼの作業も協力しながら、村全体の繁栄を考えていたようです。

柔らかな５月の風を感じながら、「人のためになる」仕事をしたいと感じさせられました。

　連合では、毎年この時期に、計画的かつ安定的に右岸用水を利用するよう『中干し節水』による水管理をお願いしていま

す。丈夫な稲づくりや美味しい米づくりに必要な作業として、早期中干しの実施にご理解、ご協力をお願いします。

　 5／21 ～ 5／25（5日間） 　美濃加茂市・坂祝町・富加町・七宗町・八百津町・関市

　 5／25 ～ 5／29（5日間）  　川辺町                                                  

　 6／ 8  ～ 6／12（5日間） 　坂祝町・富加町・七宗町・八百津町・関市

　 6／12 ～ 6／16（5日間） 　美濃加茂市

 　6／25 ～ 6／29（5日間） 　川辺町 

◇東海地方　向こう３か月の天候見通し　　　（令和７年４月２２日　名古屋地方気象台 発表）

　【5月】・・・ 天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。平均気温は平年並みか高く

　　　　　　　　なる見込みで、降水量はほぼ平年並みの見込みです。

　【6月】・・・ 天候は平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。平均気温は高くなる見込みで、降水量は

　　　　　　　　ほぼ平年並みの見込みです。

　【7月】・・・ 天候は期間の前半は平年と同様に曇りや雨の日が多く、期間の後半は平年と同様に晴れの日が

　　　　　　　　多いでしょう。平均気温は高くなる見込みで、降水量はほぼ平年並みの見込みです。

※ 各地で早植え品種の代掻きや田植えがスタートし、右岸用水の本格的な活用時期となりました。

　今後、農業用水の取水量が増えていくと見込まれますので、適正な水管理にご協力をお願いします。

岩屋ダム利水貯水量 5,244万トン（貯水率98.1％）（５月１０日現在）

農 業 用 水 取 水 量 268万トン （取水率6.4％）（５月１０日現在）

池等の地区内水源を最優先に利用していただくと

　今年も早いもので５月になりました。旧暦では「さつき」といいます。早苗を植える時期の「早苗月」を略したのが「さつ

き」の語源だそうです。最近では、以前のような田植えの風景をあまり見なくなりましたが、昔は、たくさんの人が作業に励

　さて、水源地である岩屋ダムでは、今年も「Vカット運用」（注１）により貯水率を一旦低下させ、４月から貯留期に入っ

ています。５月１０日時点の利水貯水量は5,244万トンで、計画利水確保量に対する貯水率は98.1％となっています。ダム

周辺では定期的な降雨があり、ほぼ計画に沿った利水貯水量が確保できていますので、このまま順調に推移していけば、Vカ

ともに、降雨時には給水栓を閉めていただき、右

岸用水の有効活用にご協力をお願いします。

ット運用が終了する５月２０日には、計画利水確保量の6,190万トンに達すると見込まれます。

    　普通植え田
　  （ハツシモ）

◇『早期中干し』実施にご協力を ！

    　早植え田
　（コシヒカリ）

　また、農水取水量は、5月10日現在で 268万

トンとなり、昨年同時期の取水量より 12万トン

少なくなっています。これから水稲の普通植えが

本格的に始まると水の需要が急増しますが、右岸

用水における総取水量は、白川取水口で4,190万

トンと定められています。そのため、河川、ため

農業用水情報

（注1） 岩屋ダムでは、発電を主体とした放流を通

年2月２０日から５月２０日の間に行い、一時的に貯

水池容量を低下させ、再び上昇させる運用をしていま

す。グラフがアルファベットの「V」の字になってい

ることから、「Ｖカット運用」と言われています。


